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病変を検出する際に、病変部と背景とのコントラストを上昇させることが重要に
なります。今回は蛍光物質を使った病変部からのシグナルだけを ON/OFF できる
activatable という技術を紹介します。また、この蛍光物質の応用として、画像診
断（diagnosis）と治療(therapy)を同時に行うtheranosticsという新しい分野から、
抗体と蛍光増感剤を利用した光線免疫療法について概説します。


